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する演算子をcL，軌道ゆ(r-~)のスピン σ の電子を消滅させる演算子を CiC1 と書くと，
系のハミルトニアンは，次のようになります(数演算子を叫σ=cjσらで定義します); 





{CiC11 C1C1/} OijOσσf 

































































































































































アンが，相互作用 J= 2t2 jU > 0を持つ反強磁性Heisenbergモデ、ル
π=2JE(st Sj-j) (8) 
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